
徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条 徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

十 六 徳 島 県 青 少 年 健 全 育 成 条 例 （ 昭 和 四 十 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 一 号 。 以 下 こ の 号 に お い て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 例 の 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ く 事 務

の う ち 、 次 に 掲 げ る も の

1 条 例 第 八 条 第 八 項 の 規 定 に よ る 有 害 図 書 類 の 陳 列 方 法 の 改 善 等 の 勧 告 及 び 同 条 第 九 項 の 規 定 に よ る 勧 告 に 従 う べ き こ と の 命 令

2 条 例 第 十 一 条 の 三 第 三 項 の 規 定 に よ る 有 害 図 書 類 等 の 自 動 販 売 機 か ら の 除 去 命 令

3 条 例 第 十 一 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ る 図 書 類 等 を 販 売 す る 自 動 販 売 機 の 設 置 の 届 出 の 受 理 、 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 図 書 類 等 を 販 売 す る 自 動 販 売 機

の 設 置 場 所 等 の 変 更 等 の 届 出 の 受 理 及 び 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 図 書 類 等 を 販 売 す る 自 動 販 売 機 管 理 者 の 住 所 等 の 変 更 等 の 届 出 の 受 理

4 条 例 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 調 査 を 実 施 す る 者 の 指 定

第 二 条 第 二 項 の 表 中 八 十 一 の 項 を 八 十 三 の 項 と し 、 八 十 の 項 を 八 十 二 の 項 と し 、 同 表 七 十 九 の 項 に 次 の よ う に 加 え る 。

5 条 例 第 四 十 八 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 条 例 第 十 三 条 の 規 定 に よ る 氏 名 の 変 更 等 の 届 出 の 受 理 及 び 県 へ の 送 付

6 条 例 第 四 十 八 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 条 例 第 十 四 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 地 位 の 承 継 の 届 出 の 受 理 及 び 県 へ の 送 付

第 二 条 第 二 項 の 表 中 七 十 九 の 項 を 八 十 一 の 項 と し 、 七 十 八 の 項 を 八 十 の 項 と し 、 同 表 七 十 七 の 項 中 「 七 十 九 の 項 」 を 「 八 十 一 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 七

十 九 の 項 と し 、 同 表 中 七 十 六 の 項 を 七 十 八 の 項 と し 、 七 十 五 の 項 を 削 り 、 七 十 四 の 項 を 七 十 七 の 項 と し 、 七 十 三 の 項 を 七 十 六 の 項 と し 、 七 十 二 の 項 を 七 十 五

の 項 と し 、 同 表 七 十 一 の 項 9 中 「 第 七 条 第 三 号 」 を 「 第 七 条 第 三 号 及 び 第 四 号 」 に 、 「 及 び 同 条 第 四 号 」 を 「 並 び に 同 条 第 五 号 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 七 十 四

第 三 十 三 号
徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 三 号 徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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の 項 と し 、 同 表 中 七 十 の 項 を 七 十 三 の 項 と し 、 六 十 六 の 項 か ら 六 十 九 の 項 ま で を 三 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 六 十 五 の 項 44 中 「 第 五 十 二 条 第 二 項 」 を 「 第 五 十 三

条 第 二 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 六 十 八 の 項 と し 、 同 表 中 六 十 四 の 項 を 六 十 七 の 項 と し 、 六 十 三 の 項 を 六 十 六 の 項 と し 、 六 十 二 の 項 を 六 十 五 の 項 と し 、 同 表 六

十 一 の 項 中 「 六 十 四 の 項 」 を 「 六 十 七 の 項 」 に 、 「 美 波 町 」 を 「 美 波 町 松 茂 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 六 十 四 の 項 と し 、 同 表 中 六 十 の 項 を 六 十 三 の 項 と し 、

同 表 五 十 九 の 項 中 「 美 波 町 」 を 「 美 波 町 松 茂 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 六 十 二 の 項 と し 、 同 表 五 十 八 の 項 中 「 六 十 四 の 項 」 を 「 六 十 七 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を

同 表 六 十 一 の 項 と し 、 同 表 中 五 十 七 の 項 を 六 十 の 項 と し 、 五 十 一 の 項 か ら 五 十 六 の 項 ま で を 三 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 五 十 の 項 中 「 美 馬 市 」 を 「 美 馬 市 那 賀

町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 五 十 三 の 項 と し 、 同 表 四 十 九 の 項 中 「 美 馬 市 」 を 「 美 馬 市 那 賀 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 五 十 二 の 項 と し 、 同 表 中 四 十 八 の 項 を 五 十

一 の 項 と し 、 四 十 四 の 項 か ら 四 十 七 の 項 ま で を 三 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 四 十 三 の 項 中 「 阿 南 市 」 を 「 阿 南 市 吉 野 川 市 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 四 十 六 の 項 と し 、

同 表 四 十 二 の 項 中 「 阿 南 市 」 を 「 阿 南 市 吉 野 川 市 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 四 十 五 の 項 と し 、 同 表 中 四 十 一 の 項 を 四 十 四 の 項 と し 、 四 十 の 項 を 四 十 三 の 項 と し 、

三 十 九 の 項 を 四 十 二 の 項 と し 、 同 表 三 十 八 の 項 中 「 勝 浦 町 」 を 「 勝 浦 町 上 勝 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 四 十 一 の 項 と し 、 同 表 中 三 十 七 の 項 を 四 十 の 項 と し 、

同 表 三 十 六 の 項 中 「 上 板 町 」 を 「 上 板 町 つ る ぎ 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 三 十 九 の 項 と し 、 同 表 三 十 五 の 項 4 中 「 第 九 条 の 七 の 五 第 二 項 」 を 「 第 九 条 の 七 の

五 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 中 「 上 板 町 」 を 「 上 板 町 つ る ぎ 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 三 十 八 の 項 と し 、 同 表 三 十 四 の 項 中 「 勝 浦 町 」 を 「 勝 浦 町 上 勝 町 」 に 改

め 、 同 項 を 同 表 三 十 七 の 項 と し 、 同 表 中 三 十 三 の 項 を 三 十 六 の 項 と し 、 三 十 の 項 か ら 三 十 二 の 項 ま で を 三 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 二 十 九 の 項 中 「 美 馬 市 」 を 「 美

馬 市 那 賀 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 三 十 二 の 項 と し 、 同 表 二 十 八 の 項 中 「 神 山 町 」 を 「 阿 波 市 神 山 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 三 十 一 の 項 と し 、 同 表 二 十 七 の

項 中 「 二 十 九 の 項 ま で 」 を 「 三 十 三 の 項 ま で 」 に 、 「 及 び 二 十 九 の 項 」 を 「 及 び 三 十 二 の 項 」 に 、 「 二 十 九 の 項 及 び 三 十 の 項 」 を 「 三 十 二 の 項 及 び 三 十 三 の 項 」

に 、 「 。 二 十 九 の 項 」 を 「 。 三 十 二 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 三 十 の 項 と し 、 同 表 中 二 十 六 の 項 を 二 十 九 の 項 と し 、 同 項 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

二 十 八 法 に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の （ 町 村 の 区 域 内 で 行 わ れ る 隣 保 事 業 に 係 る も の に 限 る 。 ）

1 法 第 六 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 隣 保 事 業 の 開 始 の 届 出 の 受 理 及 び 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 隣 保 事 業

の 変 更 又 は 廃 止 の 届 出 の 受 理

2 法 第 七 十 条 の 規 定 に よ る 隣 保 事 業 に 係 る 報 告 の 徴 収 又 は 当 該 職 員 に よ る 検 査 及 び 調 査

3 法 第 七 十 二 条 の 規 定 に よ る 隣 保 事 業 の 経 営 の 制 限 又 は 停 止 命 令

那 賀 町

第 二 条 第 二 項 の 表 二 十 五 の 項 中 「 美 馬 市 」 を 「 美 馬 市 那 賀 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 二 十 七 の 項 と し 、 同 表 二 十 四 の 項 中 「 神 山 町 」 を 「 阿 波 市 神 山 町 」

に 改 め 、 同 項 を 同 表 二 十 六 の 項 と し 、 同 表 二 十 三 の 項 中 「 神 山 町 」 を 「 阿 波 市 神 山 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 二 十 五 の 項 と し 、 同 表 中 二 十 二 の 項 を 二 十 四 の

項 と し 、 二 十 一 の 項 を 二 十 三 の 項 と し 、 同 表 二 十 の 項 中 「 二 十 三 の 項 、 二 十 四 の 項 、 二 十 七 の 項 及 び 二 十 八 の 項 」 を 「 二 十 五 の 項 、 二 十 六 の 項 、 三 十 の 項 及

び 三 十 一 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 二 十 二 の 項 と し 、 同 表 中 十 九 の 項 を 二 十 一 の 項 と し 、 同 表 十 八 の 項 中 「 二 十 五 の 項 」 を 「 二 十 八 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同
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表 二 十 の 項 と し 、 同 表 中 十 七 の 項 を 十 九 の 項 と し 、 同 項 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

十 八 特 定 工 場 に お け る 公 害 防 止 組 織 の 整 備 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 四 十 六 年 法 律 第 百 七 号 。 以 下 こ の 項 に お い

て 「 法 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の （ 汚 水 等 排 出 施 設 に 係 る も の に 限 る 。 ）

1 法 第 四 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 法 第 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 公 害 防 止 管 理 者 の 選 任 又 は 解 任 等 の 届

出 の 受 理 及 び 県 へ の 送 付

2 法 第 六 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 法 第 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 公 害 防 止 管 理 者 の 代 理 者 の 選 任 又 は 解

任 等 の 届 出 の 受 理 及 び 県 へ の 送 付

鳴 門 市 小 松 島 市 吉 野 川 市 阿 波 市

三 好 市 勝 浦 町 石 井 町 那 賀 町 牟 岐

町 美 波 町 海 陽 町 藍 住 町

第 二 条 第 二 項 の 表 中 十 六 の 項 を 削 り 、 十 五 の 項 を 十 七 の 項 と し 、 十 の 項 か ら 十 四 の 項 ま で を 二 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 九 の 項 中 「 勝 浦 町 」 を 「 勝 浦 町 上 勝

町 」 に 、 「 那 賀 町 」 を 「 那 賀 町 牟 岐 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 十 一 の 項 と し 、 同 表 八 の 項 中 「 勝 浦 町 」 を 「 勝 浦 町 上 勝 町 」 に 、 「 那 賀 町 」 を 「 那 賀 町 牟 岐

町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 十 の 項 と し 、 同 表 中 七 の 項 を 九 の 項 と し 、 六 の 項 を 八 の 項 と し 、 同 表 五 の 項 中 「 海 陽 町 」 を 「 那 賀 町 海 陽 町 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表

七 の 項 と し 、 同 表 中 四 の 項 を 六 の 項 と し 、 同 項 の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

五 法 に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の

1 法 第 八 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 液 化 石 油 ガ ス 器 具 等 の 販 売 の 事 業 を 行 う 者 か ら の 報 告 の 徴 収

2 法 第 八 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 液 化 石 油 ガ ス 器 具 等 の 販 売 の 事 業 を 行 う 者 の 事 務 所 等 に 係 る 立 入 検

査 、 質 問 又 は 収 去

3 法 第 八 十 三 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 液 化 石 油 ガ ス 器 具 等 の 提 出 命 令

那 賀 町

第 二 条 第 二 項 の 表 三 の 項 中 「 こ の 項 」 を 「 こ の 項 及 び 次 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 四 の 項 と し 、 同 表 二 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

三 ガ ス 事 業 法 （ 昭 和 二 十 九 年 法 律 第 五 十 一 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、

次 に 掲 げ る も の

1 法 第 四 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る ガ ス 用 品 の 販 売 の 事 業 を 行 う 者 か ら の 報 告 の 徴 収

2 法 第 四 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る ガ ス 用 品 の 販 売 の 事 業 を 行 う 者 の 営 業 所 等 に 係 る 立 入 検 査

3 法 第 四 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る ガ ス 用 品 の 提 出 命 令

那 賀 町
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第 二 条 徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 中 第 三 号 を 削 り 、 第 四 号 を 第 三 号 と し 、 第 五 号 か ら 第 九 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 項 第 十 号 中 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法

律 （ 」 を 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 」 に 改 め 、 同 号 1 中 「 鳥 獣 に 」 を 「 鳥 獣 の 管 理 （ 鳥 獣 に 」 に 、 「 防 止 」 を 「 防 止 を 図 る た

め に 行 う も の に 限 る 。 ） 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 九 号 と し 、 同 項 中 第 十 一 号 を 第 十 号 と し 、 第 十 二 号 か ら 第 十 六 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 条 第 二 項 の 表 十

五 の 項 中 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 」 を 「 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 」 に 改 め 、 同 項 1 中 「 法 第 七 条 第 二 項

第 五 号 に 掲 げ る 特 定 鳥 獣 の 数 の 調 整 」 を 「 鳥 獣 の 管 理 （ 第 二 種 特 定 鳥 獣 管 理 計 画 に 基 づ く 鳥 獣 の 数 の 調 整 を 図 る た め に 行 う も の に 限 る 。 ） 」 に 改 め 、 同 表 二 十

の 項 中 「 社 会 福 祉 法 （ 」 の 下 に 「 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 四 十 五 号 。 」 を 加 え 、 「 二 十 八 の 項 」 を 「 二 十 七 の 項 」 に 改 め 、 同 表 二 十 二 の 項 中 「 、 次 項 、 二 十 五 の 項 、

二 十 六 の 項 、 三 十 の 項 及 び 三 十 一 の 項 」 を 「 か ら 二 十 五 の 項 ま で 、 二 十 九 の 項 及 び 三 十 の 項 」 に 改 め 、 同 表 中 二 十 四 の 項 を 削 り 、 二 十 五 の 項 を 二 十 四 の 項 と

し 、 二 十 六 の 項 か ら 二 十 九 の 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 表 三 十 の 項 中 「 三 十 三 の 項 」 を 「 三 十 二 の 項 」 に 、 「 三 十 二 の 項 」 を 「 三 十 一 の 項 」 に 改 め 、 同

項 3 中 「 同 条 第 六 項 」 を 「 同 条 第 九 項 の 規 定 に よ る 認 可 を し な い 旨 等 の 通 知 、 同 条 第 十 一 項 」 に 、 「 同 条 第 七 項 」 を 「 同 条 第 十 二 項 」 に 改 め 、 同 項 5 中 「 第

五 十 八 条 」 を 「 第 五 十 八 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 二 十 九 の 項 と し 、 同 表 中 三 十 一 の 項 を 三 十 の 項 と し 、 同 表 三 十 二 の 項 1 中 「 同 条 第 六 項 」 を 「 同 条 第

十 一 項 」 に 、 「 同 条 第 七 項 」 を 「 同 条 第 十 二 項 」 に 改 め 、 同 項 3 中 「 第 五 十 八 条 」 を 「 第 五 十 八 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 三 十 一 の 項 と し 、 同 表 中 三 十

三 の 項 を 三 十 二 の 項 と し 、 三 十 四 の 項 か ら 六 十 の 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 表 六 十 一 の 項 中 「 六 十 七 の 項 」 を 「 六 十 六 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 六 十 の

項 と し 、 同 表 中 六 十 二 の 項 を 六 十 一 の 項 と し 、 六 十 三 の 項 を 六 十 二 の 項 と し 、 同 表 六 十 四 の 項 中 「 六 十 七 の 項 」 を 「 六 十 六 の 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 表 六 十 三

の 項 と し 、 同 表 中 六 十 五 の 項 を 六 十 四 の 項 と し 、 六 十 六 の 項 か ら 七 十 八 の 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 表 七 十 九 の 項 中 「 八 十 一 の 項 」 を 「 八 十 の 項 」 に 改

め 、 同 項 を 同 表 七 十 八 の 項 と し 、 同 表 中 八 十 の 項 を 七 十 九 の 項 と し 、 八 十 一 の 項 か ら 八 十 三 の 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 上 げ る 。

附 則

1 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

一 第 二 条 中 第 二 条 第 一 項 第 十 号 の 改 正 規 定 （ 同 号 を 同 項 第 九 号 と す る 部 分 を 除 く 。 ） 及 び 同 条 第 二 項 の 表 十 五 の 項 の 改 正 規 定 平 成 二 十 七 年 五 月 二 十 九 日

二 第 二 条 の 規 定 （ 前 号 に 掲 げ る 改 正 規 定 を 除 く 。 ） 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 及 び 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律

の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 六 十 七 号 ） の 施 行 の 日

2 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 第 二 条 に 掲 げ る 事 務 に 係 る 法 令 若

し く は 条 例 若 し く は 規 則 （ 以 下 「 法 令 等 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 知 事 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 当 該 事 務 に 係 る 法 令 等 の 規 定 に

よ り 知 事 に 対 し て さ れ て い る 申 請 そ の 他 の 行 為 で 、 施 行 日 以 後 に お い て は 同 条 に 定 め る 市 町 村 の 長 が 管 理 し 及 び 執 行 す る こ と と な る 事 務 に 係 る も の は 、 施 行

日 以 後 に お け る 当 該 事 務 に 係 る 法 令 等 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 市 町 村 の 長 の し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は 当 該 市 町 村 の 長 に 対 し て さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 と み
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な す 。

提 案 理 由

地 方 自 治 法 の 規 定 に よ る 市 町 村 の 長 と の 協 議 に 基 づ き 、 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 一 部 を 市 町 村 が 処 理 す る こ と と す る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案

を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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